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存目叢書』史部 101 冊（台南：荘厳文化事業有限公司、1996）所収、26 巻、354 頁に収録。







































4 桑調元「余山先生行状」『余山先生遺書・付録』、『四庫全書存目叢書』子部 28 冊（台南：荘厳文化事業有限公
司、1995）所収、329–330 頁。他の事例として、賀欽による陳献章と秦松岱の礼拝、尤時熙による王陽明の礼
拝などがある。孫奇逢「陳白沙公献章」『理学宗伝』、『続修四庫全書』史部 514 冊（上海：上海古籍出版社、
1997）所収、20 巻、529–530 頁。王心敬「南行述」、李顒『二曲集』所収、10 巻、78 頁。張元忭「河南西川尤
先生墓誌銘」、尤時熙『尤西川先生擬学小記』、『四庫全書存目叢書』子部 9 冊（台南：荘厳文化事業有限公司、
1995）所収、『擬学小記付録』上巻、897 頁。
5 刁包「与高錫山学憲書」『用六集』、『四庫全書存目叢書』集部 196 冊（台南：荘厳文化事業有限公司、1997）
所収、4 巻、272 頁。刁包が 58 歳の時、自分の怠慢を反省し、翌日の早朝、父親と高攀竜の祭壇の前で叩頭し
て懺悔し、反省した。刁包は語る。「吾は高子の遺書を天地の如く尊し、父母の如く親し、神明の如く敬す」。























































13 顔元の幼年時に生父が家を離れ、生死が不明となった。そのため彼は 1670 年に父親のために生者のための位
牌を立て、外出・帰宅時の拝礼を行った。1684 年には自ら関東に赴き父を尋ねたが、すでに死亡していること
を確認、1685 年に父の位牌を持って帰郷し埋葬した。李塨輯『顔習斎先生年譜』上巻および下巻、顔元『顔元













































18 魏象樞「夢謁孔廟記」『寒松堂全集』8 巻、『四庫全書存目叢書』集部 213 冊（台南：荘厳文化事業有限公司、
1997）所収、401 頁。
19 魏象樞（口授）、魏学謐ら手記『清魏敏果公象樞年譜』、『新編中国名人年譜集成』所収、2 輯、51 頁。
20 魏象樞「夢易記と王允升広文」『寒松堂全集』8 巻、401–402 頁。
21 魏象樞「夢易記と王允升広文」『寒松堂全集』8 巻、401–402 頁。





















































庫全書存目叢書』集部 229 冊（台南：荘厳文化事業有限公司、1997）所収、6 巻、163 頁；11 巻、267 頁。
27 張貞生「与大安羅先生」『庸書』14 巻、348 頁。
28 張志坦は張承烈の長子である。張驥編集、刁忠民校正による「張伯欽先生」、『関学宗伝』、『儒蔵』史部 164 冊
（成都：四川大学出版社、2009）所収、42 巻、590 頁参照。李顒「張伯欽伝」、『二曲集』20 巻、254 頁；呉懐
清編集、王川、舒星校正『二曲先生年譜』、『儒蔵』所収、2 巻、484 頁；呉懐清編集、楊世文校正『雪木先生
年譜』、『儒蔵』所収、302 頁。その他の事例については、許三礼『天中許子政学合一集』、『四庫全書存目叢書』





















































33 顔元、李塨『学礼』、『顔李叢書』三（台北：広文書局、1989）所収、4 巻、1020 頁；毛奇齡『弁定祭礼通俗
譜』、『文淵閣四庫全書』経部 142 冊（台北：台湾商務印書館、1983）所収、5 巻、796 頁；王復礼「祭聖賢」






















































































































































































45 辛全「謁祠祭文」、范鄗鼎『理学備考』所収、1 巻、755 頁。
46 同上。
213
明・清時代の士人による在家聖賢礼拝と修身の関係
リティを表現する機会を与えるものとなった。
　こうした儀礼の多様化と個人化は、理学家が強調した真心をもって聖者に学べば聖賢と相通じ
るという思想とも関係しており、理学の修身の努力の一部とも捉えることができる。士人は礼拝
により聖賢への崇敬の意を示し、祭祀の中で聖賢と通じ合うことができるとも信じていたが、そ
れでも儀式を固守することはせず、図像や儀式の限界も認識しており、各自の心性が常に聖賢と
相通じる境界を追求した。最後に、近世における儒学では、家を、祖先を祭る主要な儀礼の場と
していたため、明・清時代の士人も聖賢の在家礼拝を行うに当たり、先祖への儀礼と同時に行う
必要があり、こうして儒士の家礼の一部となっていった。士人は礼儀の実践を通じて、自己の家
族の血脈と聖学の道統に対する二重のアイデンティティを表現した。同時にまた、礼儀の形式を
もって、家庭と聖学の間の連携が強化され、こうした礼儀の実践はまた、明清の儒学思想が日用
の人倫を重視するという発展の趨勢に呼応するものである。
